
たな卸しシート
平成22年(2010年)10月31日(日)9:30-10:50第2会場 

施策名:歴史環境の保全および都市景観の �6X�ｸ7ﾓｨﾆ豫���ﾉ�I��,�*�*�.倡8,ﾉo�ｨB�

保全.創造 

担当課(圭):環境政策室 �%99h�#ｨｨｩ68来���

1.施策の展開に向けた戦略について

(I)施策の使命 

まちの個性をいかした｢魅力ある都市空間の創出｣｢心に響く文化空間の創造｣｢都市の顔づく 

り.地域の顔づくり｣をめざし､次世代へ継承していく○ 

(2)施策の使命を達成するための現在の資源配分の考え方 

他の職務との兼務で2名の担当を置いているが､専任の職員は配置していないo 

条例制定や､表彰制度などの企画部門､住民活動の支援などは環境部で行い､大規模建築物等 

の景観届出制度(協議)は､まちづくり推進部で行っているo 

(3)テーマと施策との関係 

都市景観の保全.創造を進めるための施策展開を行っている○ 

2.テーマについての現状

(1)現状■ (取組内容)

昭和6 3年　｢都市景観形成基本計画｣を策定

平成元年度～平成3年度

景観形成の手引きとなる｢アーバン;デザイン･マニュアル｣シリーズを発行

平成元年度　市民公募により｢とよなか百景｣を選定

平成4年度　｢豊中市都市景観要綱｣の制定

蛋
7~

推進計画｣の策定

等の景観届出制度｣開始

ザイン賞｣の実施
【

平成7年度｢都市景観抽建築物｣ (第1号)の指定
l

｢第2回都市旨ザイン賞｣の実施
l

平成8年度　｢屋外広告物景観形成ガイドライン｣策定

平成9年度　永楽荘桜自治会地区景観協定の認定

｢都市景観形成建築物｣ (第2号)の指定

｢第3回都市デザイン賞｣の実施

｢都市景観形

平成5年度　｢大規模建築
■

｢第1回都桓

平成11年度　r都市景観条例｣の制定(12年4月1日施行)
a

平成1 2年度　新千里南町は丁目住宅自治会地区景観協定の認定
l

｢第4回都市群ザイン賞｣の実施
■

平成13年度　｢とよなか百景｣の見直し
I

平成1 4年度　条例に基』き｢都市景観形成基本計画｣を策定

平成1 5年度｢第5回都旨デザイン賞｣の実施

平成16年6月

平成1 7年度

平成18年度

｣形市

1. 11盛ー観｣郁

観　景　回景　市　6｢　都第

｢　　｢_

の制定(国)

成建築物｣ (第2号)の解除

イン賞｣の実施

ユー･Ll



たな卸しシート
平成19年7月景観法による｢景観行政団体｣となる 

さ 

平成20年3月市域全域を対象とした｢景観計画｣を策定 

平成20年度景観条例あ改正 

平成21年4月.景観当改正都醸観条例の断 

現在は､大規模建築物等の景観届出制度､景観セミナーの開催(年1回程度)などを行ってお 

り､23年度には都市デザ匠賞を開催する予定である○(募集約年度から) 

条例上の制度として,景観形成建築物は1件､景観形成協定(法による景観協定と区別するた 
臣 

め名称変更)2地区の認定を行っているi 

(2)問題点.課題絹 

1.企画部門と指導部門とが異なるため､届出をする側にとつて分かりづらい○ 
巨 

2.景観法施行以前から.景観行政を行っていたため､法の制度内容にそぐわないところがあり､ 

3.買喜きき警書写曇辞去認諾5%Ojooi-28諾FRbb2bF=abo､住民にとって分 

(3)テーマにかかわる構成事東等に関する他部局､他セクターの類似事業 

1.景観協定､∵-形成協轍建築協定､緑地協定 

2.景観重要建造物等､景観形成建築物等:文化財指定､登録有形文化財など 
) 

室責苦≡≡≒二三- 条例による活動支援 
6.景観垂:大阪まちな硝(府など主催) 

':薫歪睦,9芸孟芸現誓,o団体､甲他358団体, 

3.今後の施策展開の考 (～平成25年度当初まで)

(1)蒜芸芸TO@3J認農芸芸慧諾話芸ある都市空間の創出､心に響く 文化空間の創造､都市の琴謙り.地域の顔づくり-に向けての取り組みを進めている0. 

'2.'蓋'if4護憲mT;=fmi'=2tTLil:賢3,2*誓誓ZiTRiR:gAi#R3:gF;還&LRi(=a2:是三三≡誓,.…去;=芸.n言霊 

25年度の後期計画期間開始に向けた計画の見直しを平成23年度から2カ年をかけて行っ ていくo工‡ 

･早年ごとに表彰事業(都.デザイン賞)を行うo次回は23年度実施予定o(募集については 今年度から)十三卜, 

･市民.事業者への啓発の碍めセミナーを年1回程度開催する○ 

(3.'孟謡,otFR荒.P譜の方法レ 

･法による制度と条例を主よ為制度の統合や使い分けの検討 

-__一･一､こ⊥.i i,.-.



たな卸しシート
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(4) 2-(3)にかかる事業整〕

く企画書BP弓と指導部門の統
I

i

協議･指導の内容を企

く景観形成地区等の指定)
ト

景観形成地区や景観地

図るべき地区の指定も

く協定･活動支援)

住民が主体的に運用

上の地区計画など,同じ

ら景観形成の相談があFl

ず､相談者の要望に合っ

え方(他部局や他セクターとの連携等も含めて)

に反映していく｡

に関しては､保存する地区だけでなく､これから景観形成を

れ､市の取り組み方法等を検討していく｡

景観形成協定などについては､建築協定や都市計画法

に景観の制限を規定できる制度がいろいろあるため､市民などか

関係する部局で検討を行い､景観協定､景観形成協定にこだわら

1-十一｣

､､-



l. F 景観形成をはかる制度嘩 ･l 劔 免��制度比毒交表1/2 ･表 

制度名称 佝豫�&霎b� �� ��景観形成地区 佝豫�i.��景観形成協定 

根拠法令 佝豫����cc�����78�8ﾇh枴K(*ﾙ�c����� �1 】 i ��都市景観条例(第11条) 佝豫����c������都市景観条例(第22粂) 

目的 倡8･�&�,�*�*�.處xﾔH,鞍��� ��重点的に都市景観の形成 �7�&�,ﾉ|xﾔH,鞍豫�,ﾈﾆ��ﾂ�都市景観の形成をはかる 

観の形成を図る �� 劍/��ﾘ.���ﾂ�をはかる 

決定主体 倡9*ﾉ�ｧ��I � 陳�ﾂ�市長 �7�&顏ｩtﾈ�*H妺&竟)9��住民等 

審議(認可) 機関 �78�86h5X4898効醜橙�78�8ﾇh枴�(ｶ8橙�I � ��都市デザイン委員会 佝豫�9�ﾙ&9�ﾈ,ﾉ+x,ﾉDh�"�都市デザイン委員会 

対象区域 �78�8ﾇh柯ｾh暫育9�8暫���78�8ﾇh柯ｾh暫�ﾂ�ﾂ�) � ��豊中市域 佝豫�h柯ｾh司>�育9�8暫��豊中市域 

計画事項 �ｩ'ZHｾh史Ilｩ�ⅹkﾈﾞﾂ�′ヽ ��I 】 1 】 T 】 卜 1 l t ��都市景観の形成に関する 基本方針､地区景観形成 基準 處xﾔH,鞍豫�,ﾈﾆ��ﾈ,亊h+x.��都市景観の形成を図るため に必要な事項 

決定手続き 偬9yr闕8ﾊ�*韶h自78�8ﾇb�劔利害関係人との協議-当 仞h司>�7�&顏ｩtﾈ�)9�,ﾈﾘr�区域内住民の合意(大多 

雲品評表題讐甜 劔丼�&霎h,ﾈ�j�*�.h-�y挨��意(全員)-市長-認可の ��B坪�9+rﾙDi.�,ﾉ�ﾈ��関係人-の周知一都市デ ��ﾉ���9yrﾘｭhﾅy�ﾈ,ﾈ�2�-市長の認定 

計画審議会-都市計画 定一公告 � �� �5X4898効醜檍耳轌.�ｨﾏb�覈?����見聴取-市長の認可-公 告､区域内に緑地協定区 域の明示 

適用期限 弍ｨﾌ�,�+R�78�8ﾇh枌白�� ��期限なし 仄i.�,Y.�-�.弍ｨｭB�協定で定める期間 

定めることが 佶ｩ'ｩZ�,ﾂ�ﾆ��H�8��,ﾉ�xﾌ��ﾉｩ'ｩZ�,ﾈﾘ(+8,ﾈﾜXﾘ"�iH,ﾘﾜY.��¥ylｨ,ﾈ見'X,ﾉ�xﾌ�ｲ�ﾉｩ'ｩZ�,ﾉW�&駘ｩ��,ﾂ�ﾜY.��I 雷 pj くi… 喝 する :''{f � 白�建築物､工作物､広告物等 の 用途 佶ｩ'ｩZ�,ﾂﾂ�都市景観の基準 
できる制限 劔劍ﾆ��H�8��,亊h+x.舒顏��建築物 

内容 劔劔W�&鶇見'ZHｴｹlﾚB靱ﾉ�*B�工作物 

規模 冽�7*Hﾉｩ'ｩ�ﾙOX,亊h+x.��広告物 
配置 舒顏��広告物を掲出する物件 

外観の意匠 外観の材料 外観の色彩 土地の区画形質に関する 事項 木竹の態様に関する事項 儘萎ﾉZ�,ﾂ�見'ZHｴｹlﾚHﾕﾉ�*Iw�7*B�ﾆ��H�8��,亊h+x.舒顏���}�&鶫��&�9�,ﾉ]ｹ�9iB�,ﾙ|陋ｸ,亊h+x.倬hﾘ��夊､�ﾈﾙ�Z�,ﾉUﾈ麒iH,ﾘ壺�､�ﾈﾙ�Z�/�ﾆh�+x.兒以��,ﾉ�ﾙ'X,亊h+x.舒顏��E��&�,ﾉ]ｹ�9iH,ﾙy駅�,��ｭh+x.倬hﾘ��+ｸ,ﾉ�ﾉ|xﾔH,鞍豫�,ﾈﾆ��ﾂ�,亊h+x.倬hﾘ��tﾈﾏ葦ｨｭB���Kﾘ+X+ﾘ�ｨﾘx,ﾉ�ｹ'R�不竹等 

工作物のl 形態意匠の制限~ 高さの最高限度もし 最低 壁面後退区域におら 工作物の設置の ※工作物の制限は､ で定める事が必要 l 剿ﾂ��｢������｢��｢�

同意等 �78�8ﾇh柯,ﾈ詹��*ｲ� ��l 蔓∃ ��利害関係人との協議が整う �7�&�,ﾈ�tﾈ�(ｷ�-�妺&靆��住民及び利害関係人の同 
ことが条件 �/�tﾈ+x.倆(,ﾉ:�2ャ�����意(22条)(8割以上) 

その他 �� 狽�｣��j����� 佝豫�i.粟h司}y�ｩ&�/�.��-�.�+�,h*ｨ,X*ｸ.茶������ﾇ��8�(,�.�4ｹw�+8.ｨ.茶ッ�����地区としては全域である が､同意していない者に対 しての強制力はない 

】 白�ﾂ�ﾈ�ｲ���B���ユリ＼Yl 



制度比較表2/2

制度名称 地　区計画　‡ 建　築　協　定 風　致　地　区 緑　地　協　定

根拠法令 都市計画法(第12条の4) 築基準法(第69条)

地利用の調整に関する
都市計画法(第8条) 都市緑地法(第45･54条)

地区レベルの都市計画 宅地としての環境又は南
街としての利便を高度に
持増進する等建築物の
用を増進し､かつ､土地
環境を改善する　8

自然的環境を主体とした都
市景観を維持する

地域の良好な環境を確保
する

地所有者､借地者等 市町村(10ha未満)

都道府県(10ha以上)

土地所有者､借地者等

都市計画審議会 定行政庁の認可 都市計画審議会 市町村長の認可

対象区域 用途地域が定められてい
区域
用途地域が定められてい
いが一定の基準に合う地

(市全域)

都市計画区域 都市計画区域

計画事項 種類､名称､地区計画の目
標､

地区の整備､開発及び保
全の方針と地区整備計画

宅地としての環境または

店街としての利便を高度
維持増進する等建築物
利用を増進し､かつ､土
の環境を改善するために

要な事項

位置､区域､面積､名称 市街地の良好な環境を確
保するために必要な緑地の
保全または緑化に関する事
項

決定手続き (原案の申し出-)縦覧･意
見聴取一都市計画案の作
成一案の縦覧(法定手続き
･意見聴取-都市計画審言

会-都市計画決定-公告

質-公聴会-特定行政
の認可-→公告

縦覧･意見聴取一都市計画
案の作成-案の縦覧(法定
手続き) ･意見聴取-都市

計画審議会-都市計画決
定-公告

区域内土地所有者等の合
意(全員) -市長-認可の

申請-縦覧-関係人の意
見聴取-J市長の認可-公
告､区域内に緑地協定区
域の明示

適用期限 期限なし(都市計画)　‡ 期限なし(都市計画) 協定で定める期間

定めることが
できる制限
内容

地区施設(道路､公国など)
の

農欝　E
用途
容積率(最高･最低)
建ぺい率(最高)

敷地面積(最低)
建築面積(最低)
壁面の位置
壁面後退区域に
設けられる工作物

高さ(最高､最低)
形態若しくは意匠
緑化率(最低)
垣またはさくの構造

樹林地､草地などの保全も
関する事項
土地の利用に関する事項

地に関すること
立置(建築物の壁面の距

構造
用途
形態(階数､高さ､建ぺい
率や容積率など)

意匠(色彩､屋根形状､
広告物など)

築設備

建築物の建築
宅地の造成
木竹の伐採
その他の行為

保全又は植栽する樹木等
の

種類
場所
保全又は植栽するかき又は
さくの構造
管理に関する事項
その他の事項　･

土地の所有者その他利害
関係人の意見を求めること
が義務付けられている(16

条2項)

生地の所有者及び借地権 都市計画の手続き 土地の所有者及び建築物
その他の工作物の所有を
目的とする地上権または賃
借権を有する者の同意(45
負)

都市計画として決定される
ので､同意･不同意に関係
なく地区として適用される｡
地区レベルの計画として､
土地所有者等の意見を十

分に反映させたうえで､き
細かな内容までコントロー
ルすることができる制度

築協定区域隣接地を定
ることができる(70条)

承者にも適用される(75

現状を凍結的に保全すべ
き所を緑地保全地区､ある
程度の改変が行われてもよ
い地域を風致地区としてい
る｡また､景観地区が主とし
て建築物などの人工景観を
対象とするのに対し､風致
地区は自然景観の維持が
主体である｡

緑地協定区域隣接地を定
めることができる(45条)

継承者にも適用される(50
条)

1-〔一手

線



活動支援の制度一覧

制度名称 都市景観形成助成 地区計画等推進助成
千里ニュータウンにおけ
る土地利用のルールづく
りに対する支援

まちづくりアドバイザー派
遣

まちづくりコンサルタント

派遣
まちづくり活動助成

担当部局 環境部環境政策室
まちづくり推進部都市計
画課

まちづくり推進部千里
ニュータウン再生推進課

まちづくり推進部まちづくり支援課

平成12年度開始年度

トタ

I

＼ワ

∫

G､ヽ

平成16年度 平成21年度 平成4年度

都市景観条例
土地利用の調整に関す
る条例

まちづくり条例

技術的援助 コンサルタントの派遣 コンサルタントの派遣 アドバイザーの派遣 コンサルタントの派遣

技術的な
支援の概
要

観澗｢
的助言､指導

~作成貫目1守と[コヨ菅動スこ

の助言､支援等
耐用で汀閉

を目標とする団体への助
言､支援等

導.助言等

まちづくり構想の作成に
関する指導.助言

景観重要建造物などの
管理を行う隙の維持管
理､修理､外観修景にか
かる助言､指導

認定されたまちづくり協
議会の活動にかかるも
の

まちづくり協言義会の設立

を目的とする地域住民の
組織の活動にかかるも
の

地区まちづくり計画等の
作成を目的とした活動に
対するもの

景観事業助成
景観形成地区内での修
景にかかるもの
保存助成
景観重要建造物などの
外観の保存修景にかか
るもの

活動助成
景観虚位低､景観形成
協定の締結にかかるも

助成の概
質

支援実績

永楽荘桜自治会地区
新千里両町3丁目住宅自
治会地区

緑丘地区計画地区
新千里両町1丁目地区
東豊中町
神州町

新千里両町1丁目地区 豊中駅前まちづくり推進協議会
おかまちまちづくり協議会
まちづくり協議会そね21の会

都市景観要綱に基づくも
のは平成5年度より施行



都市景観セミナー

回
内 講　　演　　者

都市の建
-豊中市の地 生をいかして

紙野桂人(大阪大学教授)
安部大就く大阪府立大学教授)
鳴海邦硬く大阪大学助教授)
遠藤剛生(建築設計事務所長)

ニュアル
-公共空間編十

紙野桂人(大阪大学教授)
太田隆信(坂倉建築研究所事務所長)
恒成一訓(市内在住写真家)
紙野桂人(大阪大学教授)

一建築指針､

一屋外造形編ト
今井祝雄(造形作家)

景観行政を考える
-市民･事業者･

安田丑作(神戸大学助教授)

これからのアー十′ 久隆浩(大阪大学工学部助手)
原昭夫(世田谷区都市デザイン室長)
国吉直行(横浜市アーlゞンデザイン室主任調査員)
新宮晋(造形作家)
若一光司(作家)

豊中市の景観行
-都市アドバイ

豊中市都市デゲインアドI{イゲー

久隆浩(大阪大学工学部環境工学科助手)
加藤精一(生活環境問題研究所主任研究員)

井口勝文(竹中工務店開発計画本部長)

歴史をいかした景 加藤晃規(大阪大学工学部環境工学科助教授)
景観シミュレーシ
まちを彩る魅力
一豊中市屋列

ガイドラインー

E告づくり

物景観形成
久隆浩(大阪大学工学部環境工学科助手)
菅野智木(日経アドエージェンシー媒体局課長代理)

一鐘の音に何者聞くか-
大野嘉章(東京都練馬区環境建築部環境保全
課)

音環境デザイ ユアルの策 金城巌(大阪府環境保健部環境局交通公害課)

増田昇(大阪府立大学教授)
横山宣致(都市緑地研究所)

都市の景観照明
-21世紀の都

面出薫(LPA代表)

都市の景観色彩
T

古田裕二(日本建材産業協会)

まちづくり都市デ ンイベント 鳥山千尋(杉並区保健福祉部児童担当部長)

長谷川弘直(ランドスケープ･アーキテクト)
観のまちづくり

増田昇(大阪府立大学教授)

藤本英子(京都市立芸術大学助教授)

都市景観とまちi
F I

久隆浩(近畿大学教授)

豊中市景観計画
l

lj

色彩について 藤本英子(京都市立芸術大学准教授)

まちなみを育て

住宅の色と意
地区計画とま

渡辺安人(アーキタイプ工房)

太田尊靖(都市･計画･設計研究所)

i-ト`7


